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品徳と生活 品徳と生活 品徳と社会 品徳と社会 品徳と社会 品徳と社会
科学 科学 科学 科学
国語 国語 国語 国語 国語 国語
数学 数学 数学 数学 数学 数学
外国語 外国語 外国語 外国語




週間総授業時数 26 30 30
年間総授業時数 910 910 1050 1050
(表内の学年総授業時数は、いずれも年間35週間で計算、一単位時間は45分とする。)


























比較項目 出場 。出演する対象 公開する対象 活動の目的

















































































































出典 :岩手県立総合教育センター教育研究 (1999),(httノ/wwl.iWatc‐edjp/db/db1/kcn data/center/hH ken/H05/11
05.hd)による作成。
以上のように、日本では、様々な社会性育成プログラムを開発し、実施してきた。このほか、
社会的スキル訓練 (小林 。相川,1999)、構成的グループエンカウンター (國分,2000)、アサー
ショントレーニング (平木,1993)、またソーシャルスキル トレーニング (岡田・古橋,2009)や
ス トレスマネジメント (中村,2008)などのプログラムが挙げられる。
研究D


















































































































































































































4月8日 (金) 始業式 行事






6月2日 (木) うれしのスポーツ 綱引き 異午齢交流活動
6月23日(木) うれしのスポーツ 玉入れ 異年齢交流活動






7月1日 (金) うれしのスポーツ 大玉リレー 異年齢交流活動
7月7日 (木) うれしのスポーツ 玉入れ 異年齢交流活動
7月20日(水) 終業式 行事
9月6日 (火) うれしのスポーツ 大玉リレー 異年齢交流活動


































・時間               。出来事や人びとの言動を具体的に書く。
・出来事の順序           。その場の雰囲気も書き込む。























































































































































緒 に よい と
ころや よ く
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観察記録 22 な し チームの一員として、仲間として、一緒
に活動しながら、子供の活動を支える。観察記録 52 な し
25
ラベル :事後注意


















3、 26、 28、 29、




7、 11、 39、 42、

















































観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴






















観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴










































観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴




観察記録 10 対2年生 お、すごいな、4年生を助けるなんて。
観察記録 23 対5年生 全力を出したなら、それでいいです。先生は、みんなが
頑張つたから、嬉しいです。
























































観察記録 32 対5年生 トラブルに巻き込まれないように、チーム、集団の力とし
ての自分の力、班の力、みんなと協力して、しっかり頑張
つていきましょう。
観察記録 33 対5年生 意味も分からずに、ただ、声を出すのではなく、仲間意識
を高まる声掛けを意識してください 。・・




















観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴



































観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴













観察記録 31 対5年生 林間学校に当たっては、それぞれの良さ、それぞれの役
割があつて、みんなで一貫になつて、登つていく。
観察記録 32 対5年生 ・・・ トラブルに巻き込まれないように、チーム、集団
の力としての自分の力、班の力、みんなと協力して、し
っかり頑張つていきましょう。
観察記録 54 対5年生 ・・・座 らせて・・・近 くに言わないとわからないでし
よつ。・・















観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴






観察記録 29 対5年生 自分が声をかけないといけないと思うとき、声を出す。
観察記録 33 対5年生 ・・ 。あなたたち、後ろの人に対する責任を果たして
ください。自分のためにできることではなくて、ほか
の人のためです。






















観察記録番号 年齢指向 言葉の具体例 行動の特徴








える。観察記録 42 対5年生 なんで、ここの生き物を加東市に持つて帰らなきゃな
らないの。自然という言葉をもつと理解しなさい。








(エピソー ド10〉 ラベル :思いやりの育成
状況 :終業式で、C先生が話をしているところである。 (2016/07/20)
C先生 :明日から夏休みが始まります 。・ 。この長い休みに、C先生からみなさんにしてもらいたいこ











観察記録番号 年齢指向 言動の具体例 行動の特徴
観察記録34 対5年生 業前ランニングの時、隣の人、前の人、後ろの人、体の
心配をしてあげる。今はどうですかつて。





な こ とを し
て あげた り
すると促す.
観察記録 35 対5年生 そして、後ろの人はどうなのか。顔色はとか、汗の量と
か、そういうところをちゃんと見なさい。






















































3、 25、 29、 31、
32、 54、 60


























を身に付けているかも分析し、ラベルを付けて、カテゴリー 化する。           ・
















































































































































































仲 間の こ と
を思つて、気
を配つたり、















































































































































































































































































他人のために、助けてあげる。 1、 4、 8、 10、



























8、 16、 17、 21、
24、 50、 53
協力する行動 5年生⇔5年生 (1) 課題を達成するために、仲間と一緒
に考えて、話し合いたりする。













































助ける行動 他人のために、助けてあげる。 1、 4、 8、 10、


















































観察記録番号 言葉の具体例 行動の説明 行動の特徴





































































































































































































































1、 4、 8、 10、






















































そのほか :思いやり、社会生活上のマナー (観察記録 57)、関わる力の獲得 (観察記録 4、 20)を身に
付けていることも確認できる。また、共感の発達 (観察記録2)自己存在感の獲得 (観察記録 36)、自
己有用感の獲得 (観察記録46)と規範意識の獲得 (観察記録 14)も考察できた。
以上のように、第二章と第二章の分析を踏まえて、考察できたものを表4-1と表4-2が示し






























































































































































































〈htu〃ぃ 、edu‐CtprenaomoHjp/ke忠柳屹007/repo■s data/d ky17.pdO,2016年12月19日アクセ
○中村尚司・広岡博之 (2000)『フィールドワークの新技法』日本評論礼
○日本特別活動学会監修 (2010)『キーワー ドー で拓く:新しい特別活動』東洋館出版社。



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































活動時間 2016ノ06ノ02  (9:40～10:25)
活動場所 附属小学校の運動場
観察対象 青組の子供たちと先生たち















































































































①l回戦 前半 2班 VS 8班 VS 14班
後半 1班VS 7班VS 13班
②2回戦 前半 4班VS 10班 VS 16班
後半 3班VS 9班VS 15班
③3回戦 前半 6班 VS 12班 VS 18班



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①l回戦 2,1班VS 8,7班VS 14,13班
②2回戦 4,3班VS 10,9班VS 16,15班


















































































































































































































































ょう。・ 0だから、やつばり、あなたたちが、気を抜いたらいけない 。・ 。今以
上にもつと速くできないかなと、しつかり意識していく。それが大事・・・
考察 :
ここで、Mu先生は子供たちに勝つたとはいえ、気を抜いたらいけないと教えている。つ
まり、自分の気持ちを整理して、次のカーニバルのために、自己管理をしなければならな
いと感じられる。
51
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2016ノ09/15 (10:00～10:40)
運動場
綱引き大会
X先生 (男の先生)
今回はうれしのスポーツの最終回である。試合が終わつた後、X先生が子供たちに
話をしている。
観察記録60「X先生の話」
X先生 :。・・で、みんなはたくさんのことを学んだと思います。例えば、チームの仲間
と力を合わせて、心ひとつで頑張ることとか、チームの中で、自分の役割を果た
すことの大切さなど・・ 。それぞれいろんなことを感じ取つたと思います。この
経験はね、次のうれしのカーニバル、生かしてほしいなと思います 。・・
考察 :
X先生の話から、「チームの仲間と力を合わせて、心ひとつで頑張ることとか」は「仲間
意識の育成」の期待が読み取れる。そして、「チームの中で、自分の役割を果たすことの大
切さ」は「役割取得能力の育成」の期待が読み取れる。
52
